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男性、女性ともに、おおよそ 2 人に 1 人

が一生のうちにがんと診断され、男性では

おおよそ 4 人に１人、女性ではおおよそ６

人に１人ががんで死亡する時代になってい

ます。そのためにがんの予防、早期発見・

早期治療はとても大切なことです。最近、

ワクチンと検診でほぼ完全に予防できる唯

一のがんである子宮頸がんのことが話題に

なっています。さらには乳幼児の細菌性髄

膜炎を予防するワクチン（ヒブワクチン、

小児用肺炎球菌ワクチン）とあわせて、こ

の子宮頸がん予防ワクチンの接種費用が公

費助成されるようになったことも大きな話

題になっています。

❃⼦宮頸がんは２０〜３０代の⼥性に急増中

子宮頸がんは、子宮の入り口付近にできる

がんで、子宮の奥の赤ちゃんが育つところ

にできる子宮体がんとは区別されています

（図）。

子宮頸がんは、女性特有のがんとして乳が

んに次いで発症率が高く、最近では２０代

から３０代の女性に大変な勢いで増えてい

ると言われています。日本では年間約１万

５０００人が罹患し、約３５００人の女性

が亡くなっていると推定されています。厚

生労働省人口動態統計によると宮崎県では

平成２０年の１年間に７３人の女性が子宮

頸がんを含む子宮のがんで命を失っており、

女性の人口１０万対の死亡率は１２．１で

４７都道府県中ワースト２位でした。

❃子宮頸がんの原因はウイルス
子宮頸がんの原因は、ヒトパピローマウイ

ルス（human papillomavirus, HPV）の感染

であることが明らかになりました。HPVには

１００種類以上の種類がありますが、日本

人の子宮頸がんの原因になるおもな発がん

性ウイルスは１６・１８型HPVです。この発

がん性ウイルスに日本人女性が、性行為に

よって一生のうち一度でもかかる危険性は

ほ ぼ ８ ０ ％ 、 そ の ご く 一 部 （ 約 ０ ． １

５％）が長期間を経て、「前がん病変」とな

り、さらに一部が「子宮頸がん」へ進行し

ます（図: allwomen.jpより引用）。

❃ワクチンは子宮頸がんをほぼ１００％予
防する

子宮頸がんを予防するワクチン（子宮頸が

ん予防ワクチン）の働きは、性行為によっ

て起こる１６型および１８型HPVの感染を予

防することです。このワクチンは接種開始

から６年４ヶ月の時点で１６型および１８

型HPVによる前がん状態をほぼ１００％予防

したと言われています。これ以上の長期の

効果の継続期間は推測の域を出ませんが、

少なくとも接種後２０年はＨＰＶ感染を防

ぐのに十分な免疫が維持されると専門家は

考えています。

❃ワクチンは１０代の初交年齢前の接種が
効果的

性行為によって起こる発がん性HPVの感

染を防ぐことが、このワクチンを接種する

目的です。そのために初交年齢前の１１～

１４歳女子への接種が推奨されていますが、

平成２２年度、２３年度に限って中学校１

年生（１３歳相当）から高校１年生（１６

歳相当）の女子に対して接種費用が公費助

成されることになりました。次いで接種が

推奨されるグループは１５～４５歳女性で

す。接種回数は、いずれのグループも０、

１～２か月、６か月の３回です。



❃ワクチンと定期検診は両輪
現行のワクチンだけでは、子宮頸がんを

１００％予防することはできませんので、

ワクチン接種後も定期的な検診が必要です。

国際がん研究機関は、検診受診率が８５％、

それにワクチン接種率８５％が達成された

ときに９５％の子宮頸がんを予防できると

試算しています。ちなみに宮崎県の子宮が

ん検診受診率は２０％に届くか否かといっ

たところ、２０歳以降の定期検診の受診率

の引き上げもきわめて大切なことです。

「私は、ワクチン。ママは、検診。」（ht

tp://healthWalk.jp）がさらに徹底して２０

年、３０年後には日本から子宮頸がんは消え

ている、そんな期待がかかっています。ワク

チンの日本での発売は２００９年１２月で、

麻しん・風しん混合ワクチンやジフテリア・

破傷風・百日咳混合ワクチンなどと異なり新

しいワクチンです。接種か否か、接種年齢、

接種費用の公費助成、副反応のことなど不明

なことがありましたらかかりつけ医、または

各市町村にお問い合わせください。

（健康推進部 浜田 恵亮）


